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内　線　　　　　２５１３

平成１７年２月

財政局財政部財政課

担　当  　林　　岡安　

連絡先　８２９－１１５３



 　 平成１７年度予算においては、厳しい財政事情の下、市政運営に必要な財源の

　確保を図るとともに、岩槻市と合併後の「新生さいたま市」を市民の誰もが住ん

　でよかった、誰もが行ってみたいと実感できる、次世代に誇り得る理想都市に実

　現するため、次の６項目を重点項目として予算の重点化を図ることとした。

　　また、財政調整基金・減債基金を取り崩すことなく、行政改革大綱に示した経

　常収支比率８０％以下、起債制限比率１５％以下の数値目標達成のため、消費的

　支出の徹底的な見直しを行うこととした。

２．重 点 項 目

   市内企業の振興、ベンチャービジネスの育成、起業家への支援など地域経済の活性

   る。

   市民サービスの向上に向けた積極的な施策を展開する。

   未来を担う子供たちが健やかに育つよう、子育て支援策を展開する。

 　地域資源の活用とスポーツの振興を通して、まちづくりを推進する。

   市民が安心して暮らせる、安全で快適な生活環境を確保する。　

　（４）市民の安全･安心と快適環境の確保

　（５）地域経済の活性化　

   化策を展開する。

１．予算編成の基本方針

平成１７年度予算案の概要

　（６）市民サービスの向上

　（１）「子育てするなら　さいたま市」　

　（２）地域資源の活用とスポーツの振興

　（３）福祉の充実と健康増進の支援

 　市民が健康で、いきいきと生活できるよう、保健、福祉、医療サービスの充実を図
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　　　一般会計予算総額は、岩槻市との合併により、前年度比１．４％の増となっ

　　たが、前年度の減税補てん債借換分を除くと８．９％の増となる。

　　　なお、さいたま市及び岩槻市の平成１６年度予算合算額（減税補てん債借換

　　分を除く）との比較では、０．０１％の微増となる。

　　　全会計予算総額　６６５，８２４，７５０千円（前年度比８．３％増）

 （１）　一　般　会　計

　　　　（平成17年度地方財政計画の規模　前年度比△１．１％程度）

　　　一般会計予算額　３６３，４６５，０００千円（前年度比１．４％増）

３．予 算 規 模

 （２）特別会計、企業会計

　　　

　　　特別会計予算額　２０２，５６５，０００千円（前年度比１．６％減）

　　　企業会計予算額　　９９，７９４，７５０千円（前年度比９７．４％増）　　

 （３） 総　　額

　(平成１６年度減税補てん債借換分を除くと前年度比８．９％増）

　　 (平成１６年度減税補てん債借換分を除くと前年度比１２．８％増）
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 子 育 て 支 援 策 
         「子 育 て す る な ら  さ い た ま 市 」 
 
未来を担う子どもたちが健やかに育つよう、子育て支援策を展開する。 

         
平成１７年度予算額 ２０，０９１，９５４千円 

 
１ 福祉部門    予算額 １０，１４５，２０３千円 
  
①＜新規＞子育て支援総合事業                 １４，６３７千円 

・子育て支援コーディネーターを配置するとともに、育児に関する子育て支援総合ポータルサイ 

トを構築する。 

 

②＜新規＞幼稚園・保育所一体整備事業             ４５，０００千円 

・余裕教室を保育所に転用する私立幼稚園に改修・工事費用の一部を助成する。 

 

③＜新規＞乳児院整備助成事業                 ２４，８１８千円 

・乳児院の不足を補うため、児童養護施設運営管理者に対し、施設内の保育棟改修の費用を助成 

する。 
 

④＜新規＞トワイライトステイ事業                ５，０００千円 

・民間保育所において、夕方から夜間まで小学３年生以下の児童の一時預かりを実施する。 
 

⑤＜新規＞２４時間３６５日体制強化事業(児童虐待電話相談)   １６，１６７千円 

 ・休日夜間を問わず、虐待通告(相談)に応じられる体制を整備する。 
 

⑥＜拡大＞乳幼児医療費支給事業             ２，５７１，９０６千円 

・平成１８年１月から、１８歳未満の児童が３人以上いる場合の所得制限を撤廃するなど、乳幼 

児医療費助成の支給要件を緩和する。 

 

⑦＜拡大＞子育て支援センターの開設              ５５，１５９千円 

・岩槻駅前及び与野本町駅前に、子育て支援センターを開設する。 

 

⑧＜拡大＞児童手当等給付事業              ５，１８１，１３０千円 

・小学３年生までの児童を養育している者に児童手当を支給する。 

 

⑨＜拡大＞Mama′s ルーム事業                      １９，１０４千円 

・放課後児童クラブの午前中を開放するママーズルームを１５か所から２３か所に拡充する。 
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⑩＜拡大＞認可外保育施設（ﾅｰｻﾘｰﾙｰﾑ・家庭保育室）運営事業  ３７１，１２９千円 

・待機児童の解消と保育の充実を図るため、市が認定した施設に助成する。 

 

⑪＜拡大＞放課後児童クラブ整備事業             １４６，６５７千円 

・新たに放課後児童クラブ４か所を整備する。 

 

⑫＜拡大＞民間保育所等施設整備事業             ４４９，８４２千円 

・待機児童の解消を図るため、民間保育所に建設費の一部を助成する。 

 

⑬＜継続＞療育センター整備事業               ５９７，４７２千円 

・障害児の早期発見・療育のための医療施設機能を有した通園施設を整備する。 
 

⑭＜継続＞放課後児童健全育成事業                ８，０６４千円 

・民間学童保育所に家賃の一部を助成する。 

 

⑮＜継続＞ひとり親家庭等医療費支給事業           ４００，０２１千円 

・母子または父子家庭における親と１８歳までの子どもの医療費を無料化する。 

 

⑯＜継続＞ファミリーサポートセンター事業           ２１，７９７千円 

・仕事と育児の両立を支援するため、会員相互による育児援助活動を実施する。 

 

⑰＜継続＞児童養護施設の管理・運営事業           １９２，１０４千円 

・３歳から 18歳未満の児童を保護・養育する児童養護施設を管理・運営する。（指定管理者） 

 

⑱＜継続＞ブックスタート事業                  ７，８２４千円 

・０歳児が絵本と親しみ親子のきずなを深めるきっかけづくりを支援するブックスタート事業を 

実施する。 

 

⑲＜継続＞病児保育の実施                   １７，３７２千円 

・病気中及び病気回復期の児童の一時保育を行う。 

 

２ 保健衛生部門  予算額 １，６９６，３９１千円  

 

①＜新規＞子ども虐待予防家庭訪問事業              ３，０００千円 

・子育て不安や養育上の問題を抱える家庭に対し、保健師等による継続的な家庭訪問を行う。 
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②＜継続＞小児慢性特定疾患の治療費支援           １７６，４６２千円 

・小児慢性特定疾患の治療を支援する。 
 

③＜継続＞乳幼児マス・スクリーニング検査の実施        １９，２５０千円 

・新生児の先天性代謝異常を早期に発見し、知的障害児等の発生を防止するための血液検査等を 
実施する。 

 

④＜継続＞乳幼児健診の実施                 ３５７，０７２千円 

・乳幼児の健全育成のため、４か月・１０か月・１歳６か月・３歳健診を実施する。 

 

⑤＜継続＞妊婦健診の実施                  １８７，７９９千円 

・胎児の健やかな発育のため妊婦健診を実施する。 

 

⑥＜継続＞第２次小児救急医療の実施             ２８０，０００千円 

・さいたま市小児救急医療センターにおいて、２４時間体制で小児救急医療を実施する。 

 

⑦＜継続＞周産期医療施設の運営               ６７２，８０８千円 

・母子保健医療の充実のため、さいたま市立病院において周産期医療を実施する。 

 

３ 教育部門     予算額 ８，２５０，３６０千円 
 

①＜新規＞英語教育充実推進事業                 ６，０００千円 

・構造改革特別区域の認定を受け、小学５年から中学３年を対象とした英会話授業を実施する。 

 

②＜新規＞防犯ボランティア事業                 ５，８０５千円 

・児童の安全を確保するため、小学校に防犯ボランティアを配置する。 

 

③＜新規＞学校と大学の連携推進事業               １，０００千円 

・埼玉大学と連携し、学生ボランティアによる教育活動への参加を推進する。 

 

④＜新規＞日進・宮原地区小学校建設基本計画策定         ４，５００千円 

・過大規模校の解消に向けて、新設する小学校の基本計画を策定する。 
 

⑤＜新規＞養護学校仮設校舎建設事業               ８，０００千円  

・教室の不足に伴い仮設校舎を建設する。 
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⑥＜拡大＞学校図書館司書の配置               １５６，３４１千円 

・小中学校に計画的に専任司書を配置する。 

 
⑦＜拡大＞少人数指導サポート事業               ３８，６３６千円 
・少人数指導を実施するため、小中学校に非常勤講師を配置する。 

 

⑧＜拡大＞給食施設整備事業               １，１３３，６３５千円 

・小中学校給食施設を計画的に単独校調理方式に整備する。 

 

⑨＜継続＞与野八幡小学校校舎増築事業            ３８６，０８２千円 

・児童数の増加に伴い校舎の増築を行う。 

 
⑩＜継続＞宮原小学校校舎改築事業              １６６，１０２千円 

・校舎の老朽化に伴い改築を行う。 

 
⑪＜継続＞辻南小学校建設事業              ４，１８５，５０４千円 

・過大規模校の解消に向けて、南区辻８丁目に小学校を建設する。 

 

⑫＜継続＞中高一貫教育校建設事業            １，３６４，７５５千円 

・中高一貫教育を実施するため、市立浦和高等学校内に市立浦和中学校及び高等学校特別教室の 

建設工事を行う。 

 

⑬＜継続＞校舎の耐震診断・耐震補強工事           ７８４，０００千円 

・新耐震設計法前の基準により建設された校舎の耐震診断及び補強工事を行う。 

 

⑭＜継続＞特色のある学校づくり推進事業            １０，０００千円 

・創意工夫を生かし、学校に誇りや愛着が持てるような学校づくりを推進する。 
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地域資源の活用とスポーツの振興 
         
地域資源の活用とスポーツの振興を通して、まちづくりを推進する。 

       
平成１７年度予算額 ２，０９８，４３９千円 

 

 

１ 企画部門      予算額 ３８７，１７６千円 

 

①＜新規＞さいたま新都心都市拠点整備促進事業         ２２，５００千円 
・(仮称)さいたまタワーの誘致・建設促進活動を実施する。 

 

②＜新規＞盆栽関連施設整備事業                １７，８７６千円 
・盆栽関連施設を整備する。 
 

③＜新規＞2006 年 FIBA バスケットボール世界選手権開催支援事業  １３，８００千円 
・２００６年に行われるバスケットボール世界選手権のファイナルラウンド開催を支援する。 

 
④＜新規＞ドリーム・ベースボールの開催             ３，０００千円 
・合併記念事業として、名球会・プロ野球ＯＢによる親善試合や講演会等を行う。 
 

⑤＜新規＞大原サッカー場グラウンド改修事業         ２８０，０００千円 
・大原サッカー場の改修を行う。 

 
⑥＜継続＞さいたまシティカップ開催事業            ５０，０００千円 

・世界の強豪チームを招き、本市をホームタウンとするＪリーグチームと親善試合を行う。 

 
２ 市民文化部門    予算額 ６５１，７６３千円 

 

①＜新規＞鉄道博物館整備促進事業              ６２５，０００千円 

・大成駅東側を建設地とした鉄道博物館整備に対する助成を行う。 
  
②＜新規＞（仮称）岩槻人形会館整備事業            ２４，１６３千円 

・岩槻区に（仮称）岩槻人形会館の建設の基本構想、計画の策定を行い,日本人形購入の助成を行う。 
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③＜新規＞北沢楽天没後５０年事業                １，５００千円 

・北沢楽天の没後５０年にあわせて作品の展示等を行う。 

 

④＜新規＞文化芸術振興計画策定事業               １，１００千円 

・本市の文化芸術の総合的な振興を図るため、(仮称)さいたま市文化芸術振興計画を策定する。 
 

３ 都市計画部門    予算額 １９７，５００千円 

 

①＜新規＞大宮公園サッカー場改築事業            １００，５００千円 

・大宮公園サッカー場の改築に向け、実施設計を行う。 
  
②＜新規＞堀崎公園改修事業                  ９７，０００千円 

・堀崎公園サッカーグラウンドを人工芝に改修する。 

 

４ 生涯学習部門    予算額 ８６２，０００千円 

 

①＜継続＞(仮称)鈴谷地区公民館建設事業           ８６２，０００千円 

・中央区鈴谷地区に(仮称)鈴谷地区公民館を建設する。 
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 福祉の充実と健康増進の支援 
         
市民が健康で、いきいきと生活できるよう、保健、福祉、医療サービスの充

実を図る。 
        

平成１７年度予算額 １０，４２９，１６８千円 
 
１福祉部門     予算額 ５，９５２，６５６千円 
 
〔高齢者対策  ２，０７５，２２０千円〕 

 

①＜新規＞(仮称)高齢者生きがい活動センター整備事業     １５２，４６６千円 

・旧大宮火葬場跡地に高齢者の生きがい活動センターを整備する。 

 
②＜拡大＞介護予防筋力トレーニング事業            ４０，０００千円 

・高齢者の介護度の軽度化を図り、重度化を抑制するため、筋力トレーニングを実施する。 

 
③＜拡大＞特別養護老人ホーム建設補助事業        １，６６６，８３５千円 
・待機者数の解消を図るため、民間社会福祉法人に対して建設費の助成を行う。 

 
④＜拡大＞介護老人保健施設建設補助事業            ５５，０００千円 
・介護老人保健施設の整備を促進するため、医療法人に対して建設費の助成を行う。 

 
⑤＜継続＞介護予防スイミング教室の実施             ４，５００千円 

・高齢者の運動機能の維持・向上を図るため、介護予防スイミング教室を実施する。 

 
⑥＜継続＞ひとり暮らし高齢者等２４時間緊急通報       １４８，９０４千円 

及び相談業務の実施 
・２４時間いつでもボタンひとつで緊急通報や相談のできるコールセンターを設置する。 

 
⑦＜継続＞ひとり暮らし高齢者安否確認事業            ７，５１５千円 
・希望者に対して、月２回の伺い電話を実施する。 

  
〔障害者対策 ３，８７７，４３６千円〕 

 

⑧＜新規＞盲ろう者通訳・介助員派遣事業             ２，６９７千円 

・重度盲ろう者のコミュニケーションの確保及び移動介助の支援を行う。 
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⑨＜新規＞障害者スポーツ振興事業                １，１９８千円 

・障害者スポーツ指導員の養成及び障害者の体力増強、交流を図るため各種教室を開催する。 

 

⑩＜新規＞発達障害者支援体制整備事業              １，３０４千円 

・発達障害者に対する支援体制の整備を図る。 

  
⑪＜新規＞発達障害者相談支援等モデル事業           １０，４１１千円 

・発達障害児への専門的な支援、家族等への相談支援等のモデル事業を実施する。 

 

⑫＜新規＞知的障害者通所授産施設整備事業          １３５，６６０千円 

・養護学校卒業後の知的障害者を対象とした通所施設を建設する費用の一部を助成する。 

 
⑬＜拡大＞障害者生活支援センター設置事業            ４，４１０千円 

・住み慣れた地域で障害者が安心して生活できるよう、生活支援センターを設置する。 

 
⑭＜継続＞精神障害者施設運営費等補助事業          ２８２，９１１千円 
・精神障害者が社会生活機能の回復を図るための訓練施設等に対して助成を行う。 

 

⑮＜継続＞障害者総合支援センター整備事業           １３，５６０千円 

・障害者総合支援センターの整備に向けて基本設計・実施設計を行う。 

 

⑯＜継続＞聴覚障害者情報提供施設運営費補助事業         ２，３１３千円 

・聴覚障害者の情報提供施設に対して運営費の一部を助成する。 

  
⑰＜継続＞心身障害者援護事業                 ６９２，２２６千円 

・心身障害者のデイケア施設・小規模通所授産施設及び生活ホームに対し運営費、家賃等の助成 

を行う。 

 

⑱＜継続＞心身障害者医療費支給事業            ２，５６７，４６６千円 

・心身障害者の医療費を助成する。 

 

⑲＜継続＞自動車燃料費等の助成               １６３，２８０千円 

・福祉タクシー利用料金または自動車燃料費を助成する。 
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２ 保健衛生部門  予算額 ４，４７６，５１２千円 
 

①＜新規＞乳がんＸ線撮影装置整備事業             ３０，０００千円 

・乳がん検診の向上を図るため、乳房Ｘ線撮影装置の整備を行う。 
 

②＜新規＞結核患者に対する服薬指導事業             ３，２９０千円 

・保健師による直接服薬確認指導を実施する。 

 

③＜拡大＞うんどう遊園の設置                 １５，８８５千円 

・高齢者が無理なく体力を維持できるように「うんどう遊園」を２４か所から２９か所に拡充する。 

 

④＜拡大＞うんどう教室の開催                  ９，９１５千円 

・高齢者を対象にうんどう遊園の遊具を利用した「うんどう教室」を実施する。 

 

⑤＜継続＞(仮称)さいたま市民医療センター整備事業    １，５２９，３２０千円 

・地域医療体制の充実、強化を図るため、新たな病院を整備する。 

 

⑥＜継続＞(仮称)保健衛生会館整備事業          ２，８６０，０００千円 

・保健所と保健衛生・環境公害等に関する検査研究機関の複合施設を整備する。 

 

⑦＜継続＞不妊治療支援事業                  ２８，１０２千円 

・次世代育成支援の一環として、不妊相談及び不妊治療費の助成を行う。 
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 市民の安全・安心と快適環境の確保 
         
市民が安心して暮らせる、安全で快適な生活環境を確保する。 

       
 平成１７年度予算額 ４，３５８，６０７千円 
 

１ 企画部門       予算額 １６，０００千円 
 
①＜新規＞ニューシャトル大成駅設備改良事業          １６，０００千円 

・鉄道博物館開業にあわせて、エレベーター等の設置及び駅舎改修を行う。 
 

２ 総務部門       予算額 ７１，９３６千円 
 
①＜新規＞さいたま市洪水ハザードマップ作成事業         ４，７２５千円 

・荒川の浸水を想定した洪水ハザードマップを作成する。 

 
②＜継続＞防災対策の実施                   ６７，２１１千円 
・災害に備え、災害備蓄品の整備等を行うとともに、防災訓練を実施する。             

 

３ 市民文化部門    予算額 ７０３，０９９千円 
 
①＜拡大＞防犯広報・啓発事業                 １０，５００千円 

・地域防犯活動団体及び公益事業者等と犯罪防止に向けた連携を強化する。 

 

②＜拡大＞交通安全施設設置及び維持管理事業         ６９２，５９９千円 

・交通事故を防止するため、道路照明灯、反射鏡等を設置する。 

 
４ 保健衛生部門    予算額 ９１４，８２２千円 

 
①＜継続＞食の安全確保対策事業                １６，２７７千円 

・食の安全に関する基本方針に基づき、食の安全啓発と検査・監視体制を強化する。 

 

②＜継続＞(仮称)動物愛護ふれあいセンター整備事業      ８９８，５４５千円 

・(仮称)動物愛護ふれあいセンターの整備を行う。 
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５ 環境部門      予算額 ２０８，４３５千円 
 
①＜新規＞地球温暖化対策地域推進計画策定事業          ８，５００千円 
・温室効果ガスの排出抑制に向けて、地球温暖化対策地域推進計画を策定する。 

 

②＜新規＞天然ガス自動車普及促進事業             ６０，３００千円 

・(仮称)さいたま市天然ガス自動車普及促進戦略を策定し、環境整備・車両導入支援等を行う。 

 
③＜拡大＞低公害車の導入                   ８９，５８５千円 
・自動車排出ガスの抑制を図るため、塵芥収集車等に低公害車を導入する。 

 
④＜継続＞一般廃棄物処理基本計画策定事業           １０，０００千円 
・一般廃棄物処理基本計画の見直しを行う。 

 
⑤＜継続＞自動車排ガス対策の実施               ４０，０５０千円 
・国及び八都県市が協調して、自動車排気ガス対策を実施する。 

 

６ 都市計画部門    予算額 ４７１，２５６千円 
 
①＜新規＞都市景観形成基本計画策定事業             ９，５００千円 

・都市景観の基本計画を策定するため、現状の把握及び課題の調査・検討を行う。 

 
②＜新規＞環境空間整備事業                   ３，７００千円 

・新幹線沿線環境空間の効果的な利用を図るため、基本計画を策定する。 

 

③＜継続＞駅舎エレベーター設置事業              ６１，４００千円 
・障害者、高齢者等の移動の円滑化等を図るため、市内駅施設のバリアフリー化を進める。 

 

④＜継続＞合併記念見沼公園整備事業             ３９６，６５６千円 
・見沼田んぼ内に合併記念見沼公園を整備する。 
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７ 建設部門      予算額 ７０２，８２７千円 
 
①＜新規＞橋りょう予防管理事業                １５，０００千円 
・橋りょうの保守管理を計画的・効率的に行うために、橋りょう点検マニュアルを作成する。 

 
②＜拡大＞指扇踏切改良事業                 ２０８，６９７千円 
・踏切事故の防止及び道路交通の円滑化を図るため、踏切道の拡幅を行う。 

 

③＜継続＞あんしん歩行エリア整備事業             ９３，５５０千円 
・交差点改良、グリーンベルト設置、歩道新設、道路照明等の増設を行う。 

 
④＜継続＞橋りょうの保全                  ３８５，５８０千円 
・橋りょうの保全を図るため、落橋防止対策工事や高欄取替工事等を行う。 

 

８ 消防部門    予算額 １，２７０，２３２千円 
 
①＜新規＞特殊車両の整備                  １２５，８３０千円 
・特殊災害対応自動車の整備を行う。 

 
②＜継続＞聴覚障害者メール１１９番通報               ８４０千円 
・聴覚障害者等を対象として、文字情報によるメール１１９番通報の受信を実施する。 

 
③＜継続＞消防署・所の整備               １，１４３，５６２千円 
・消防施設の充実を図るため、美園出張所の移転建設及び大成出張所、日の出出張所の実施設計 

等を行う。 
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地 域 経 済 の 活 性 化 
         
 
市内企業の振興、ベンチャービジネスの育成、起業家への支援など地域経済

の活性化策を展開する。 
        

 平成１７年度予算額   ６，３３９，２４５千円 

 
 
１ 産業経済部門   予算額 ６，１９５，４５０千円 
 
 
①＜新規＞雇用対策推進事業                       ４，０００千円 
・市の雇用対策の方向性を検討するため、就労実態調査を実施する。 

 
②＜新規＞観光振興ビジョン策定事業                 ３，０００千円 

・観光資源を生かし観光産業の振興を図るため、さいたま市観光振興ビジョンの基礎調査を行う。 

 
③＜新規＞創業支援資金融資事業               ２６８，３３２千円 
・創業者の経営安定及び向上を図るため、創業者向け融資制度を創設する。 

 
④＜継続＞さいたま市産業創造財団運営助成事業        １７０，６８２千円 
・地域経済の活性化と市内中小事業者の福利厚生制度拡充のため運営助成を行う。 

 
⑤＜継続＞早期起業家育成事業                  ５，１９１千円 
・小中学生を対象に市場・流通等について学習する機会を設け、起業家精神を備えた人材を育成 

する。 

   
⑥＜継続＞商工見本市の開催                  ２４，０００千円 
・市内外の商工業者による自社製品の販売、企業 PR のための見本市を開催する。 

 
⑦＜継続＞中小企業資金融資事業             ５，７２０，２４５千円 
・中小企業者の経営安定を図るため、低利の事業資金の融資のあっせん等を行う。 
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２ 農業部門       予算額１２８，２９５千円 
 
 
①＜新規＞農業政策推進事業                    ７，９４５千円 
・さいたま市農業振興ビジョンに基づき、農家・市民とともに都市農業を推進する。 

 

②＜継続＞農業環境整備事業                   １２０，３５０千円 

・農道及び用排水路を整備し地域の環境整備を推進する。 

 

 

３ 都市開発部門     予算額 １５，５００千円 
 
①＜継続＞企業誘致推進事業                   １５，５００千円 
・都市開発にあわせて、市場動向を把握し、地勢条件を活かした戦略的な企業誘致を行う。 
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 市民サービスの向上 
         
市民サービスの向上に向けた積極的な施策を展開する。 

       
  平成１７年度予算額 ８，３６６，３７７千円 
 

１ 企画部門    予算額 ２，２７６，７７８千円 
 
①＜新規＞市民活動支援の充実                 ３０，７０３千円 
・市民活動団体等が行う市民公益活動を支援する。 

 

②＜拡大＞コミュニティバス運行事業             １３５，０６４千円 
・コミュニティバス路線の見直しを行うとともに、新たな路線を開設する。 

 
③＜継続＞（仮称）片柳地区複合公共施設建設事業     ２，１１１，０１１千円 
・見沼区片柳地区に複合公共施設を建設する。 

 

２ 市民文化部門  予算額 １，６７６，１１５千円 
 
①＜拡大＞区まちづくり推進事業             １，０５０，７００千円 

・区民と協働して、各区独自の特色あるまちづくりを推進する。 
  
（１）まちづくり基本経費    区民会議・コミュニティ会議等の経費 

 

 （２）まちづくり事業経費    区民と協働して行う特色ある事業に要する経費 

 

 （３）区民満足度ＵＰ経費    区民の要望に即時対応する経費 

 

②＜拡大＞自動交付機設置事業                 ３０，４８２千円 
・住民票、印鑑登録証明書等の写し等の自動交付機を市内全区に設置する。 

 

③＜拡大＞郵便局における証明書の発行取次ぎ事業        ３１，６０９千円 
・市内７２郵便局において、住民票、印鑑登録証明書等の証明書発行の取次ぎを行う。 

 

④＜継続＞プラザウエスト管理運営事業            ４４８，０００千円 
・桜区に地域の中核となるプラザウエストを開設する。 
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⑤＜継続＞(仮称)プラザノース整備事業             ３１，９８７千円 
・北部拠点宮原地区内に地域の中核となる(仮称)プラザノースをＰＦＩ手法により整備する。 

 
⑥＜拡大＞国際交流推進事業                  ８３，３３７千円 
・新たに設立する(仮称)財団法人さいたま市国際交流協会と協働して、一層の国際化の推進を図 
る。 

 
３ 福祉部門       予算額 １１，０００千円 

 
①＜新規＞社会福祉協議会区事務所整備事業            ９，５００千円 
・各区に区事務所機能の拡充と体制整備を図る。 

 

②＜新規＞福祉サービス第三者評価事業              １，５００千円 
・市社会福祉協議会が福祉サービス第三者評価事業の評価機関体制を整備することに対し助成す 

る。 

 

４ 保健衛生部門    予算額 ３０３，４００千円 
 
①＜拡大＞立体墓地第２期整備事業              １３５，０００千円 
・思い出の里市営霊園立体墓地を整備する。 

 
②＜拡大＞墓園緑地整備事業                 １６８，４００千円 
・思い出の里市営霊園南側緑地を整備する。 

 
５ 都市開発部門  予算額 ３，７３５，８１３千円 

 
①＜拡大＞日進駅周辺まちづくり推進事業            ７８，４７０千円  
・日進駅北口の開設及び工専地区の土地利用転換の推進を行う。 

 
②＜継続＞東岩槻駅舎改修事業                ８６４，０００千円 
・東岩槻駅南口の開設にあわせ、駅舎の橋上化及び南北自由通路の整備を行う。 

 
③＜継続＞ＪＲ川越線日進・指扇駅間新駅設置事業        ８２，２０６千円 
・平成１８年度末の新駅開業を目指し、用地取得等を行う。 

 

④＜継続＞浦和駅周辺鉄道高架化推進事業         ２，７１１，１３７千円 
・平成２０年度の竣工を目指し、浦和駅の鉄道高架化並びに東西市街地の一体化を推進する。 
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６ 建設部門      予算額 １５９，６９９千円 

 
①＜継続＞特定優良賃貸住宅の家賃補助               ３，２９８千円 
・中堅所得者向けに供給される民間賃貸住宅を認定し、家賃補助を行う。 

 
②＜継続＞高齢者向け優良賃貸住宅の家賃補助           １０，８００千円 
・高齢者向けに供給される民間賃貸住宅を認定し、家賃補助を行う。 

 
③＜継続＞(仮称)市営春野団地建設事業             １４５，６０１千円 
・見沼区春野地区に（仮称）春野団地を建設する。 

 
７ 生涯学習部門    予算額 １７２，４７２千円 

 
①＜拡大＞図書館新コンピュータシステムの導入         １６９，４２１千円 
・蔵書の一括検索やインターネットによる予約を可能にするため、市内全図書館に新コンピュータ

システムを導入する。 

 

②＜拡大＞図書館の祝日等の開館                  ３，０５１千円 
・図書館の祝日等の開館を７か所から９か所に拡充する。 

 
８ 市立病院部門    予算額   ３１，１００千円 

 
①＜継続＞医療総合情報システム更新事業             ３１，１００千円 
・医療総合情報システムを更新する。 

 



５．予算編成案における主な行政改革の効果

 　 行政評価の活用等により、事業の重点化、経常経費の縮減等に努め、行政改革

　の推進を予算編成に反映させた。

　　　○　市税徴収体制の強化 　３億３千万円

　　　○　民間委託の推進によるコスト縮減 　２億３千万円

　　　○　経常経費の縮減 １６億２千万円

　    ○　外郭団体の整理合理化 　３億５千万円

　　　○　職員人件費の抑制 　１億６千万円

予 算 の 効 果 ２６億９千万円
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